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Summary

　
　
I
n　

this　
study，

　
the　

order　
fluctuation　

of　
secondary　

stands　
of　

Konara　
（
Qμ

¢
γ
cμ

s　
s¢

η
’
α
」
α

THU
NB．

）
w
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i
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iga
ted．

　
Res

ults　
of　

t
he　

i
nve

stigat三
〇

n　
were　

as　
follows：

1　
1’

h
e　

order
　

f
▲

uct
uat

ions　
we

re　
l
arg

e
st　

in　
the　

case　
of　

height，
　

secondly　
in　

the　
case　

of

　
　
d
iameter．

　
　

　
　

The　
o
rder　

flu
ctuat

ion
s　

of　
ste

m
　
vo

l
ume

　
and　

diameter　
t⑰

ded　
to　

decrease　
with　

increasing

　
　

f
o
re
s
t
　

a
g
e
，
　
but　

did　
not　

decrease　
in　

the　
case　

of　
he三

ght．

2　
璽

’
h
e　

relat
ion

shlps
　

b
etwee

n　
stem

　
vo

l
ume

　
and　

stem　
volume　

growth　
rate，

　
between　

diameter

　
　
a
nd

　
di

am
eter　

g
rowth

　
rate，

　
and

　
b
etw

e
en　

height　
and　

height　
growth　

rate　
changed　

from　
a

　
　
n
egatiVe　

COrrelatiOn　
tO　

a　
pOSitive　

cOrrelatiOn　
with　

inCreaSing　
fOreSt　

age．

3　
The　

rel
ation

shi
p　

be
twe

en　
s
tem

　
vo

l
ume

　
an

d
　
stem　

volume　
lncrement　

showed　
a　

high　
posltive

　
　

correl
ation

　
at　

a
ll　

tlmes
．
　
T
he　

p
o
sit

i
ve　

c
orrelation　

between　
diameter　

and　
diameter　

increment

　
　

wa
s　

s
malle

r　
than　

th
at　

o
f　

stem　
vo

l
ume

　
an

d　
stem　

volume　
increment　

and　
tended　

to　
increase

　
　
wlth　

lncreasing　
forest　

age．

　
　

　
　

The　
p
ositl

ve　
corre

lat
ion　

b
etw

een　
h
eig

h
t　

and　
height　

increment　
was　

smaller　
than　

that　
of

　
　

diamet
er　

a
nd　

di
ame

ter　
i
ncr

em四
t　

and
　
did

　
not

　
lncrease　

with　
increasing　

forest　
age．

4　
Th
e　

order
　
fl

uctua
tio

n　
of　

hel
ght　

w
as▲

a
rge

r
　
than　

that　
of　

diameter．

　
　
　
　
It　

may　
be　

considered　
that　

this　
difference　

between　
diameter　

and　
heigt　

was　
caused　

by　
the

　
　

fact　
that　

the　
d
egr

ee　
of

　
th

e　
inc

rea
s
e　

o
f
　
the　

correlatlon　
between　

height　
and　

height　
growth

　
　
r
ate　

was　
very　

small　
and　

the　
tendency　

for　
large　

height　
to　

have　
a　

large　
increment　

was　
very

　
　
s
light　

compared　
to　

diameter．
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三
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三
重
野
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1　
緒

言

　
森
林
の
多
面

的
か

つ
高

度
な

利
用

が
求

め
ら

れ
て

い
る

中
で

，
従

来
の

針
葉

樹
一

返
倒

か
ら

今
後

は
広

葉
樹

も
含

め

て
広
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

　
森
林
を
高
度

に
利

用
し

て
い

く
場

合
，

そ
の

利
用

目
的

に
合

っ
た

適
正

な
管

理
（

森
林

施
業

）
を

行
う

こ
と

が
必

要

で
あ
る
。

　
適
正
な
森
林

施
業

を
行

う
場

合
の

最
も

重
要

な
基

礎
資

料
の

一
つ

と
な

る
も

の
に

林
分

構
造

が
あ

る
。

人
工

林
の

場

合
，
植
栽
後
の
直

径
，

樹
高

等
が

生
育

に
つ

れ
て

ど
の

よ
う

に
変

化
し

て
い

く
か

を
知

る
こ

と
は

，
利

用
目

的
に

合
っ

た
林
分
構
造
を
人
為
的
に
調
整
維
持
し
て
い
く
う
え
で

重
要

な
こ

と
で

あ
る

。

　
天
然
林
の
中

で
も

ほ
ぼ

同
時

に
発

生
し

て
い

る
広

葉
樹

二
次

林
の

場
合

は
，

人
工

林
に

極
め

て
近

い
性

格
を

も
つ

こ

と
の
あ
る
こ
と
か

ら
，

生
育

に
と

も
な

う
林

分
構

造
の

変
化

を
分

析
し

知
る

こ
と

は
，

人
工

林
の

場
合

と
同

様
に

重
要

な
基

礎
資

料
と

な
る

。

　
本
報
で
は
，

樹
木

間
の

樹
令

に
あ

ま
り

差
の

み
ら

れ
な

い
コ

ナ
ラ

ニ
次

林
に

お
い

て
，

直
径

，
樹

高
，

幹
材

積
の

順

位
の
生
育
に
と

も
な
う
変
化
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
を
報

告
す

る
。

H　
調

査
地
と
調
査
方
法

　
岡
山
県
真
庭

郡
川

上
村

に
所

在
す

る
鳥

取
大

学
蒜

山
演
習
内
に
生
育

し
て

い
る

コ
ナ

ラ
ニ

次
林

を
調

査

の
対
象
と
し
た
。

　
コ

ナ
ラ

ニ
次
林
内
に
10m×

10mの
プ
ロ
ッ
ト
を

2
ケ
所
設
け
，
直
径
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　
そ
の
林
分
概

要
を
示
す
と
表
1の

よ
う
で
あ
る
。

毎
木

調
査

後
，

2つ
の
プ
ロ
ッ
ト
内
の
全
立
木
を
伐

採
し

，
樹

幹
析
解
を
行
っ
た
。

　
樹

幹
析

解
に
よ
り
現
在
か
ら
5年

ご
と
に
さ
か
の

ぼ
っ

て
直

径
，

樹
高
，
幹
材
積
を
求
め
た
。

表
1　

林
分
概
況

プ
ロ
ッ
ト
A

プ
ロ

ッ
ト

B

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

14．
9　

　
　

　
　

　
　

　
　

16．
7

平
均
直
径
⑭

　
　

　
　

　
　

　
　

　
10．

4－
24．

3　
　

　
　

10．
8－

23．
3

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

14．
4　

　
　

　
　

　
　

　
15．

1
平
均
樹
高
｛
m）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
12．

5－
16．

2　
　

　
　

12．
8－

17．
0

本
数
体
／
ha）

1，
600

1，
200

平
均
年
齢
㈲

64
62

57～
81

58～
63

順
位

相
関

係
数

は
Spearman法

に
よ
っ
て
求
め
，
順

位
変
動
指
数
は
2つ

の
時
点
に
お
け
る
各
個
体
の
1頂

位
差
（
絶

対
値

）
の

合
計
を
も
っ
て
あ
ら
わ
し
た
。

皿
　
結

果

　
人
工
林
の
場
合

，
ほ

ぼ
そ

ろ
っ

た
大

き
さ

の
苗

木
を

用
い

る
た

め
，

植
栽

当
初

は
直

径
，

樹
高

等
に

あ
ま

り
差

が
み

ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
，
生
育

が
す

す
む

に
つ

れ
内

的
，

外
的

要
因

に
よ

り
直

径
等

に
差

が
生

じ
て

く
る

。
そ

の
結

果
と

し
て

個
体

間
に

大
き

さ
の

順
位
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
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プ
ロ
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ト
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O

　
2、

順
　
4

　
6

位
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］
0

　
12

　
　
5
0
　
　
　
4
5　

　
　
40

　
　
　
3
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3
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0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
イ
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図
1　

幹
材
積
に
お
け
る
順
位
変
動

　
こ
の
よ
う
な
順
位
が

生
育

の
過

程
で

ど
の

よ
う

に
変

化

し
て
い
く
か
を
知
る

こ
と
は
，
利
用
目
的
に
応
じ
た
林
分

構
造
を
人
為
的
に
調

整
し

維
持

し
て

い
く

う
え

で
極

め
て

重
要

な
こ

と
で

あ
る

。

　
天
然
生
林
の
場
合
は

，
樹

木
の

発
生

年
が

そ
れ

ぞ
れ

異

な
る
こ
と
な
ど
か
ら
，

順
位

の
変

動
を

調
べ

る
こ

と
の

意

義
は
人
工
林
に
く
ら

べ
て

か
な

り
小

さ
い

も
の

と
さ

れ
て

き
た

。

　
し
か
し
，
天
然
生
林

で
も

二
次

林
の

よ
う

な
も

の
の

中

に
は
ほ
ぼ
同
時
期
に

発
生
し
，
人
工
林
に
近
い
状
態
の
も

の
が
あ
り
，
本
コ
ナ
ラ

ニ
次

林
も

こ
う

し
た

人
工

林
に

近

い
状
態

の
も

の
で

あ
る

。

　
二

つ
の

プ
ロ

ッ
ト
に
お
い
て
，
現
在
，
5
年
前
，
10年

前
と
5
年
ご
と
過
去
5
0年

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
直
径
，
樹
高
，

幹
材

積
の

順
位

の
変

動
状
態
を
調
べ
て
み
る
と
図
1～

3

の
よ
う
で
あ
る
。

　
直
径
，
樹
高
，
幹
材

積
の

順
位

の
変

動
状

態
を

比
較

し

て
み
る
と
，
幹
材
積
で
最
も
少
な
く
，
樹
高
で
最
も
大
き
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順
位
変
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表
2　

幹
材

積
の
順
位
相
関
係
数
と
順
位
変
動

　
　
指
数
の
推
移

表
3　

直
径
の
順
位
相
関
係
数
と
順
位
変
動
指
数

　
　

の
推

移

現
在

よ
り

の
年
数

順
位

稲
関

係
数

　
　

順
位

変
動

指
数

現
在

よ
り

の
年
数

順
位

相
関

係
数

　
　

順
位

変
動

指
数

p
lotA　

pl
otB

　
p
lotA

　
p
l
ot

B
plotA　

ploミ
B　

plotA　
plotB

5
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－
5
0

5
0
－
4
5

4
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4
0

40
－
3
5

3
5
－
3
0
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2
5

25
－
2
0

20
－
1
5

15
－

1
0

10
－

5

　
5
－
0

0．
89

5

0．
951　

　
　

0．
889

0．
829　

　
　

G．
995

0．
956　

　
　

0．
974

0．
973　

　
　

0．
970

0．
985　

　
　

0，
955

0．
985　

　
　

0．
888

0．
988　

　
　

0．
998

0．
996　

　
　

0．
986

0．
961　

　
　

0．
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0．
994　

　
　

0．
998

2
31
4

311
3

1
1

1
0883

1
14

1
5
．
5

　
3
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6
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4
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45－
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0．
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40－
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0．
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0．
983

35－
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0．
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30－
25　
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0．
955

25－
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0．
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20－
15　
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974　

　
　

0．
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15－
10　

　
　

0．
985　

　
　

0．
998

10－
5　

　
　

0。
999　

　
　

0．
993

　
5－

0　
　

0．
993　

　
0．

998

2018

25111167

13915

24121365

1061121

表
4　

樹
高

の
順
位
相
関
係
数
と
順
位
変
動
指

　
　
数
の
推
移

現
在

よ
り

の
年
数

順
位

相
関

係
数

　
　

順
位

変
動

指
数

plot
A　

plo
tB　

plo
t
A　

plo
t
B
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1
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1
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1
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5
－
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8
93

0．
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0．
9
67

0．
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0．
9
14

0．
80
1
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1

0．
80
7

0．
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4

0．
94
0

0．
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8
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430

0．
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0．
7
59

0．
7
95

0．
68
0

0．
811

0．
85
7

0．
866

0．
9
23

0．
943

0，
9
75

　
28

　
32

　
14

　
7

2
4．

5

3
5．

5

　
15

　
37

　
28

　
19

　
9

2
91285

1276

1
01233

か
っ

た
。

　
ま

た
，

生
育

に
と

も
な

う
変

動
状

態
を

み
る

と
，

幹
材

積
，

直
径

で
は

生
育

に
つ

れ
明

ら
か

に
変

動
が

少
な

く
な

っ
て

い
く

が
，

樹
高

で
は

減
少

す
る

傾
向

の
み

ら
れ

る
も

の
の
幹
材
積
等
に
く
ら
べ
て
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は

な
い

。

　
こ
の
点
を
さ
ら
に
確
か
め
る
た
め
，
順
位
相
関
係
数
，

順
位

変
動

指
数

を
調

べ
た

結
果

は
表

2～
4の

よ
う

で

あ
る

。

　
順

位
相

関
係

数
で

は
そ

れ
ほ

ど
大

き
な

差
は

み
ら

れ
な

い
が

，
幹

材
積

，
直

径
，

樹
高

の
順

に
大

き
く

，
生

育
に

と
も
な
い
増
加
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
順

位
変

動
指

数
の

場
合

は
バ

ラ
ツ

キ
が

大
き

い
が

，
そ

の
値
は
樹
高
，

直
径

，
幹

材
積

の
順

に
大

き
く

，
生

育
と

と
も

に
減

少
し

て
い

く
傾

向
が

み
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
こ

と

か
ら
も
，
順
位
変
動
は
樹
高
，
直
径
，
幹
材
積
の
II頂

に
大

き
く

，
ま

た
，

幹
材

積
や

直
径

で
は

生
育

に
つ

れ
順

位
変

動

が
小

さ
く

な
っ

て
い
く
こ
と
を
添
し
て
い
る
。

　
次
に
，
1芭

径
，

樹
高

，
幹

材
積

と
そ

れ
ぞ

れ
の

生
長

率
，

生
長

量
と

の
順

位
相

関
を

調
べ

て
み

る
と

図
4～

6の
よ

う
で
あ
る
。

　
生
長
率
と
の
関
係
の
場
合
，
直
径
，
樹
高
，
幹
材
積
の

い
ず

れ
の

場
合

と
も

は
じ

め
は

負
の

相
関

を
示

し
て

い
る

。
こ

の
こ
と
は
は
じ

め
は
大
き
い
個
体
で
小
さ
い
生
長
率
を
，

小
さ

い
個

体
で

大
き

い
生

長
率

を
も

つ
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

　
し
か
し
，
生
長

率
と

の
相

関
は

生
育

と
と

も
に

増
加

し
や

が
て

正
の

相
関

を
示

す
よ

う
に

な
る

。
こ

の
こ

と
は

生
育

が
す
す
む
と
や

が
て

大
き

い
個

体
で

大
き

い
生

長
率

を
も

つ
よ

う
に

な
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

。
こ

の
場

合
の

相
関

の

増
加
の
度
合
は
，
幹
材
積
や
直
径
で
顕
著
で
あ
る
が
樹
高

で
は

か
な

り
遅

れ
て

正
の

相
関

に
転

ず
る

。



　
次
に

，
．

生
長

量
と

の
順

位
相

関
を

み
る
と
，
幹
材
積
で
は

常
に

高
い

正

の
相
関
を
示
し
て
い
る
。
直
径
で
は

は
じ
め
か
ら
正
の
相
関
を
示
し
て
い

る
が
幹
材
積
に
く
ら
べ
て
そ
の
値
は

低
い
。

　
し
か
し
，
生
育
が
す

す
む

に
つ

れ

増
加
し
か
な
り
高
い
相
関
を
示
す
よ

う
に
な
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
，
樹

高
の

場
合

は

順
位
相
関
は
低
く
負

の
相

関
を

示
す

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
，
樹
高
の
場

合
で
も
直
径
の
場
合

に
く

ら
べ

て
か

な
り
遅
い
が
生
育
が

す
す
む
と
や
が

て
正
の
相
関
が
高
ま
っ
て
い
く
傾
向

が
み

ら
れ

る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

み
て

，
幹

材

積
の
場
合
は
常
に
大

き
な

個
体

で
大

き
い
生
長
量
を
も
っ
て
い
る
が
，
直

径
の
場
合
は
大
き
い
個
体
で
大
き
い

生
長
量
を
も
っ
て
い
る
が
幹
材
積
と

く
ら
べ
る
と
か
な
り

少
な
い
。
し
か

し
，
生
育
が
す
す
む

に
つ
れ
大
き
い

個
体
で
大
き
い
生
長
量
を
も
つ
こ
と

は
幹
材
積
の
場
合
と
そ
れ
ほ
ど
変
ら

な
く
な
っ
て
い
く
。

　
そ

れ
に

対
し

て
樹

高
の
場
合
は
，

大
き
い
個
体
で
大
き
い
生
長
量
を
も

つ
こ
と
は
少
な
く
，

む
し
ろ
大
き
い

個
体
で
小
さ
い
生
長
量
を
も
つ
こ
と

も
あ
る
。

　
し
か
し
，
生
育
が
す

す
む

に
つ

れ

直
径

に
く

ら
べ

て
か

な
り
遅
い
が
，

や
が
て
大
き
い
個
体

で
大

き
い

生
長

量
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
添
し
て
い
る
。
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）
小
笠
原
隆
三
・
格
日
勒
・
三
重
野
信

w
　
考

察

　
天
然
生
林
は

人
工
林
の
場
合
と
異
な
り
，
樹
木
の
発

生
年

が
そ

れ
ぞ

れ
大

き
く

異
な

る
こ

と
が

多
い

こ
と

，
遺

伝
，

樹
種
等
に
よ
る

個
体
差
が
大
き
い
こ
と
，
本
数
密
度
が

林
分

に
よ

っ
て

大
き

く
異

な
る

こ
と

が
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
，

人
工
林
の
場
合
の
よ
う
に
順
位
の
変
動
を
調
べ
る
こ
と
の

意
義

は
小

さ
い

も
の

と
み

ら
れ

て
き

た
。

　
し
か
し
，
本

コ
ナ

ラ
ニ

次
林

の
よ

う
に

ほ
と

ん
ど
コ

ナ
ラ

の
純

林
で

発
生

年
が

集
中

し
て

人
工

林
に

か
な

り
近

い
状

態
の
も
の
も
あ

る
。
ま
た
，
順
位
の
変
動
状
態
は
ク
ロ
マ

ツ
人

工
林

の
場

合
2）

と
か

な
り

共
通

し
，

比
較

的
は

っ
き

り

し
た
傾
向
を
示
す

こ
と

か
ら

み
て

遺
伝

等
に

よ
る

差
は

問
題

に
す

る
必

要
は

な
い

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

，
本

数
密

度
の

問
題
も
，
こ
の
二

つ
の

プ
ロ

ッ
ト

で
み

る
か

ぎ
り

共
通

し
た

変
動

傾
向

を
示

す
こ

と
か

ら
，

量
的

差
と

し
て

あ
ら

わ
れ

て
も
質
的
差
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ

れ
る

。

　
し
か
し
，
本

コ
ナ

ラ
ニ

次
林

の
場

合
，

過
去

50年
間

に
さ

か
の

ぼ
っ

て
調

べ
た

が
，

そ
の

間
に

枯
死

し
消

滅
し

た
樹

木
に
つ
い
て
ふ
れ

る
こ

と
は

で
き

な
い

た
め

，
あ

く
ま

で
現

在
生

存
し

て
い

る
樹

木
で

過
去

50年
間

に
順

位
が

ど
の

よ

う
に

変
化

し
た
か
を
調
べ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
コ
ナ
ラ
ニ
次

林
に

お
け

る
順

位
変

動
は

，
幹

材
積
で

最
も

小
さ

く
，

次
い

で
直

径
で

あ
り

樹
高

で
最

も
大

き
い

。
こ

の
順
位
変
動
は

，
生

育
が

す
す

む
に

つ
れ

減
少

し
て
い

く
傾

向
が

み
ら

れ
，

そ
の

傾
向

は
幹

材
積

，
直

径
で

顕
著

で
あ

る
が

，
樹

高
で

は
顕
著
で
な
い
。

　
従
来
，
個
体

の
順
位
変
動
に
関
す
る
報
告
は
極
め
て

少
な

い
。

　
只
木
等
3
）
は
ス
ギ
，
ア
カ
マ
ツ
苗
に
お
い
て
，
直

径
，

苗
高

の
順

位
変

動
は

生
育

に
つ

れ
減

少
す

る
と

し
て

い
る

。

成
林
地
に
お
け

る
も
の
と
し
て
は
，
高
田
4）

は
ト
ウ
ヒ

の
直

径
の

順
位

変
動

は
初

期
で

大
き

い
が

漸
時

安
定

し
て

い
く

と
し
て
い
る
。
玉
井
5）

は
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
幼
令
林

分
に

お
い

て
樹

高
の

順
位

変
動

に
つ

い
て

，
高

密
度

区
は

低
密

度

区
よ
り
著
し
か

っ
た
と
し
て
い
る
。
玉
井
6）

等
は
ス
ギ

林
の

無
間

伐
区

の
胸

高
直

径
の

順
位

変
動

は
中

位
グ

ル
ー

プ
内

で
多

く
み

ら
れ

た
と
し
て
い
る
。

　
小
笠
原
2
）
は
砂
丘
ク
ロ
マ
ツ
林
に
お
い
て
，
順
位

の
変

動
は

樹
高

，
直

径
，

幹
材

積
の

順
に

大
き

く
，

ま
た

，
生

育

に
と
も
な
い
直

径
，

幹
材

積
で

は
変

動
が

小
さ

く
な
っ

て
い

く
が

，
樹

高
で

は
そ

れ
ほ

ど
小

さ
く

な
っ

て
い

く
こ

と
は

な
い
と
し
て
い
る
。

　
コ
ナ
ラ
ニ
次

林
の
順
位
の
変
動
状
態
は
，
砂
丘
ク
ロ

マ
ツ

林
の

そ
れ

と
類

似
し

て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な

順
位

の
変

動
は

ど
の

よ
う

な
仕

組
で
も

た
ら

さ
れ

て
い

る
か

に
つ

い
て

は
必

ず
し

も
ま

だ
よ

く
わ

か
っ

て
い

な
い

。

　
直
径
，
樹
高

，
幹

材
積

と
生

長
率

の
順

位
相

関
を
み

る
と

，
は

じ
め

負
の

相
関

を
も

っ
て

い
る

が
，

生
育

と
と

も
に

増
加
し
て
正
の
相

関
へ

変
っ

て
い

く
。

こ
の

こ
と

は
初

期
の

段
階

で
は

，
大

き
い

個
体

で
小

さ
い

生
長

率
を

，
小

さ
い

個
体
で
大
き
い
生
長
率
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
吉
良
等
9は

，
ク

サ
フ

ヨ
ウ

等
で

草
丈

と
生

長
率

と
の

相
関

は
じ

め
負

の
相

関
を

示
す

こ
と

か
ら

，
こ

れ
を

背
磁

い
，

す
な

わ
ち

，
一
種
の
助
け
合
い
と
み
な
し
た
。

　
コ
ナ
ラ
ニ
次

林
の

場
合

も
，

は
じ

め
負

の
相

関
を
示

す
こ

と
か

ら
，

こ
の

助
け

合
い

が
存

在
し

て
い

る
よ

う
に

も
み

え
る
。
し
か
し

，
コ

ナ
ラ

ニ
次

林
の

場
合

は
真

の
助
け

合
い

に
な

っ
て

い
な

い
。

何
故

な
ら

ば
，

例
え

ば
幹

材
積

の
場
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合
，
生
長
率
と
の
間
に

負
の

相
関

が
み

ら
れ

る
段

階
で

も
，

生
長

量
と

の
間

に
は

高
い

正
の

相
関

が
み

ら
れ

る
。

こ
の

こ
と
は
，
大
き
い
個

体
で

小
さ

い
生

長
率

を
も

っ
て

い
る

段
階

で
も

大
き

い
個

体
が

大
き

い
生

長
量

を
も

っ
て

い
る

こ

と
に
な
り
，
大
き
い

個
体

と
小

さ
い

個
体

と
の

差
が

ち
ぢ

ま
る

ど
こ

ろ
か

，
む

し
ろ

益
々

ひ
ら

い
て

い
く

傾
向

の
あ

る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
，
こ
の
よ
う
な
段
階
で
も

，
順

位
の

変
動

は
お

こ
り

に
く

い
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

直
径
の
場
合
も
生
長

率
と

の
間

に
負

の
相

関
が

み
ら

れ
る

段
階

で
も

幹
材

積
の

場
合

に
く

ら
べ

て
か

な
り

低
い

が
や

は

り
正
の
相
関
を
も
っ
て
お
り
，
大
き
い
個
体
で
大
き
い
生
長

量
を

も
つ

傾
向

の
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

み
て

，
幹

材
積

，
直

径
で

は
生

長
率

と
の

間
に

負
の

相
関

が
あ

る
段

階
で

も
，

大
き

い
個

体
と

小
さ
い
個
体
と
の
差
が

ち
ぢ

ま
り

に
く

い
こ

と
を

示
し

て
い
る

。
す

な
わ

ち
こ

の
よ

う
な

意
味

で
は

助
け

合
い

は
存

在

し
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
樹
高
の
場
合
は
，
生

長
率

と
の

間
に

負
の

相
関

を
示

す
期

聞
が

長
く

，
そ

の
間

生
長

量
と

の
間

に
負

の
相

関
を

示
す

こ
と
が
あ
る
。
し
か

し
，

そ
れ

が
助

け
合

い
と

言
え

る
か

は
，

は
な

は
だ

疑
問

で
あ

る
。

何
故

な
ら

ば
，

生
長

率
と

の

間
で
負
の
相
関
を
示

す
期

間
で

生
長

量
と

の
間

で
正

の
相

関
を

示
し

た
り

，
負

の
相

関
を

添
し

た
り

，
バ

ラ
ツ

キ
が

大

き
く
，
負
の
相
関
は
部

分
的

で
か

つ
顕

著
な

も
の

で
な

い
こ
と

か
ら

み
て

真
の

助
け

合
い

と
み

な
す

こ
と

は
で

き
な

い

と
考
え
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
み

て
，

コ
ナ

ラ
ニ

次
林

に
お

い
て

，
幹

材
積

，
樹

高
と

も
助

け
合

い
は

存
在

し
て

い
な

い
と

み
て

よ
い

。

　
生
育
が
さ
ら
に
す
す

む
と

幹
材

積
，

直
径

の
み

な
ら

ず
樹

高
に

お
い

て
も

，
生

長
率

，
生

長
量

と
も

正
の

相
関

へ
変

わ
っ

て
い

く
。

　
こ
の
こ
と
は
，
大
き

い
個

体
と

小
さ

い
個

体
と

の
差

が
ひ

ら
い

て
い

き
，

順
位

の
変

動
が

益
々

お
こ

り
に

く
く

な
っ

て
い

く
こ

と
を

示
し

て
い
る
。

　
こ

う
し

た
傾

向
は

砂
丘
ク
ロ
マ
ツ
林
の
場
合
2
）
と
類
似
し
て

い
る
。

　
吉
良
等
り
は
，
ク
サ

フ
ヨ

ウ
に

お
い

て
株

間
の

せ
ま

い
区

で
は

生
育

に
つ

れ
生

長
率

と
の

間
の

負
の

相
関

が
正

の
相

関
へ
と
転
ず
る
と
し
，
こ
の
状
態
を
「
せ
り
合
い
」
と
呼
ん
だ

。

　
コ
ナ
ラ
ニ
次
林
の
場
合
も
生
育
が
か
な
り
す
す
ん
で
く
る
と
，

こ
の

せ
り

合
い

に
相

当
す

る
も

の
が

み
ら

れ
る

。

V
　
要

約

　
コ
ナ
ラ
ニ
次
林
に

お
け
る
個
体
の
順
位
変
動
に
つ
い
て
調

べ
た

。

1
　
直
径
，
樹
高
，
幹

材
積

の
順

位
の

変
動

は
，

幹
材

積
で
最

も
小

さ
く

，
次

い
で

直
径

，
樹

高
の

順
と

な
る

。

2
　
生
育
が
す
す
む
に
つ

れ
幹

材
積

，
直

径
で

は
順

位
変

動
が

小
さ

く
な

っ
て

い
く

が
，

樹
高

で
は

必
ず

し
も

は
っ

き

　
り

し
な

い
。

3
　
直
径
，
樹
高
，
幹
材

積
と

そ
れ

ぞ
れ

の
生

長
率

と
の

順
位

相
関

は
，

は
じ

め
負

の
相

関
を

示
す

が
，

生
育

が
す

す

む
に
つ
れ
増
加
し

，
や

が
て

正
の

相
関

へ
転

じ
て

い
く

。
そ

の
増

加
の

度
合

は
幹

材
積

で
最

も
大

き
く

，
樹

高
で

最

　
も

小
さ

い
。

4
　
直
径
，
樹
高
，
幹
材

積
と

そ
れ

ぞ
れ

の
生

長
量

と
の

順
位

相
関

は
，

幹
材

積
で

は
常

に
高

く
，

直
径

で
は

幹
材

積

　
よ
り
低
い
が
生
育

が
す

す
む

に
つ

れ
増

加
し

て
い

く
。

樹
高

で
は

相
関

は
低

く
，

そ
れ

で
も

生
育

に
つ

れ
や

が
て

正



（
30）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
隆
三
・

格
日
勒
・
三
重
野
信

　
の

相
関

へ
転

じ
て

い
く

。

5　
幹
材
積
で
は

，
大

き
い

個
体

で
小

さ
い

生
長

率
を

も
つ

段
階

で
も

大
き

い
生

長
量

を
も

つ
傾

向
が

強
く

、
大

き
い

　
個
体
と
小
さ
い
個
体
と
の
差
が
ひ
ら
き
や
す
く
，
順
位

の
変

動
は

お
こ

り
に

く
い

こ
と

を
示

し
て

い
る

。

6
　
直
径
で
は
，
幹
材
積
ほ
ど
顕
著
で
な
い
が
類
似
し

た
傾

向
を

添
す

。

7　
樹
高
で
は
，

同
じ

一
次

元
の

生
長

で
あ

る
直

径
よ

り
順

位
の

変
動

は
大

き
い

。
そ

の
理

由
と

し
て

，
樹

高
は

直
径

　
に
く
ら
べ
て
そ

の
生

長
率

と
の

順
位

相
関

の
生

育
に

と
も

な
う

増
加

度
合

が
か

な
り

小
さ

い
こ

と
や

生
長

量
と

の
順

位
相

関
が

小
さ
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
こ
う
し
た
こ

と
は

，
樹

高
の

場
合

は
直

径
等

に
く

ら
べ

て
本

数
密

度
の

影
響

を
う

け
に

く
い

こ
と

と
深

く
関

係
し

　
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。
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